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1984年11月、印西市山田生まれ。A型。瀬戸幼稚園、六合小学校、印旛中学校（生徒会長）、佐倉高校、早稲田大学
政治経済学部卒。国際協力銀行、ボストンコンサルティンググループ、青山社中を経て、印西市にて弥治右衛門合同会
社（まちづくり会社）を設立・代表に就任。家族：父（元印西市職員）、母（看護師）、妻（言語聴覚士）、長女（小5）、次女（小3）

略歴

日頃より、藤代けんごの政治活動に、
格別のご理解とご高配を賜り、心よ
り御礼申し上げます。
先日、４月13日に、印西市文化ホー
ルにて500名を超える市民の方々に
お集まりいただき、講演会を行いま
した。改めて、藤代けんごの市政に
ついての熱い想いや考えをお伝えさ
せていただきました。
また、毛塚幹人氏（前つくば副市長）

をお迎えしての対談では、様々なま
ちづくりの場面で活動をしてきた視
点で、市が今抱える課題を共有し、
新たな解決策を明示させていただき
ました。
引き続き、皆様のご期待に添えます
よう努力してまいりますので、一層
のお引き立てを賜りますようお願い
申し上げます。

印西について対談
毛塚幹人氏（前つくば副市長）と

「地域」に寄り添うまちづくり
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地域の困り事やお悩み

地域での
活動が活発に
なりました。

子育ての
不安が解消
されました。

スムーズに
起業することが
できました。

ひとり暮らしの
不安が解消
されました。

安心して
移住することが
できました。

〒270-1337 千葉県印西市草深1155-1

TEL.090-1400-8885
FAX.0476-98-0542

info@fujishiro-kengo.com

藤代けんご後援会
藤代けんごの活動はウェブでも発信中！

fujishiro-kengo.com 藤代けんご

公式LINE
@894hrwfi

Facebook
@fujishiro.kengo

X（旧Twitter）
@FujiK50285201

Instagram
@fujishiro.kengo

公式ホームページ

・子育て世代の方 ・ご高齢の方
・障がいのある方
・地域で活動したい方
・移住希望者
・起業したい方

地域の世話人として、地域密着で、市民や事業者のやりたいこと
困ったことを見つけ出し、ともに地域づくりに取り組みます

企業・NPO法人

地域ボランティア民生・児童委員

学校

情報発信
見守り・予防

つなぎ
連携・相談

地域コーディネーター（世話人）

包括
的かつ継続的な支援

コミュニティに
人が集まるように
なりました。

地域コーディネーター（世話人）の配置

「地域」に寄り添うまちづくり

現在 未来

人

と人
が繋がるまち

一極
集中型

ここがポイント

各地域の特性を生かした

北総線沿線エリアの開発が進み、全市では人口が増加。一方、一部地域では若年層の地域離れや高齢化が進み、地域コミ
ュニティの活力低下が課題です。地域の個性を活かし、各地域がつながる、「多極・循環型」のまちづくりを進めます

北総線沿線に活気が集中・・・ どの地域も、活気があふれている!!

多極・循環型

地域に寄り添う「多極・循環型」のまちづくりの要。各支所・出張所に配置

地域を
繋ぐ
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高齢化への対応は
どう考えていますか？

居場所づくりや
地域コミュニティの
維持が大切だと
考えています。

シニア世代の方々が培ってき
た専門知識やノウハウを活か
した活躍の場や、子どもから
シニア世代まで一緒に過ごせ
る多世代交流拠点を整備

シニア世代活躍の場、多世代
での交流が可能な居場所づくり

例えば

多世代型拠点
誰もが楽しく過ごせる居場所づくり

地域を
繋ぐ

©  ( 一社 )えんがお　栃木県大田原市 © 文化創造拠点シリウス　神奈川県大和市

図書館を中心に、芸術文化ホー
ル、生涯学習センター、屋内こ
ども広場が入った複合施設で、
子どもから大人までが楽しく文
化や芸術に触れる施設

図書館を中心とした、多世代で
利用できる複合文化施設

例えば

地域を
繋ぐ 「選べる」学び

新設校 インターナショナルスクール自然×先進的な小規模校現
在 マンモス校 小規模校 高校・大学

● 自然豊かな学びの場×先進的な少人数教育
● 子どもたちの主体性と感性を育む教育を推進
● 日本で最も進んだテクノロジー教育の提供
● 国際教育の推進（インターナショナルスクール）

世界一の教育のまちへ

医療機関や買い物へのアクセスが大変...。

地域や個々の特性にあわせて
最適な交通手段を確保します。

インフラ
好きな時に好きな場所へ

木下駅 小林駅

千葉NT
中央駅

印西
牧の原駅

印旛日本
医大駅

東
京
圏

成
田
圏

● 高速道路までの
　 アクセス向上

● 北総線の値下げ
　 （通勤・通学定期含む）

● 市道・バイパス
　 生活道路の整備
● バス路線の見直し
● デマンドタクシー
　 の整備
● ライドシェア導入

● 福祉タクシーの
　 支援増額

JR成田線
国道356号

北総線・北千葉道路
成田スカイアクセス

地域を
繋ぐ

30分前
電話予約

病院自宅 役所

バス停まで歩かなくて
よくなったので、通院が
楽になりました。

幼稚園の子どもを迎えに
行くのが便利になりました。

●一人ひとりの児童に目が行き届か
ない
●画一的な授業方法になりがち
●学校の先生の負担が大きい

●市内で通える高校、
大学が少ない
●通学定期が高い

●多様な意見に触れ合う機会やグループ
学習のような話し合う場が作りづらい
●クラブ活動、部活動、文化祭や体育祭で
十分な活動が難しい場合がある

教育・子育て
すべての地域で
「世界一の教育」×「世界一の子育て支援」を

世
界
一
の
子
育
て
支
援

木下駅前にぎわい広場やクリーンセンター跡地は、どうなるの？

公民連携手法を活用し、市民や民間事業者の
声を踏まえ、継続的な活用方法を検討します。

一人ひとりに
寄り添った 人がつながり、

地域がつながる

あくまで一例です。開かれた市民参加型の市政運営で、市民の方々と一緒に地域課題に取り組みます。

すべての地域が

「印西で子育てをしたい」「印西で学校に通わせたい」。誰もが、そう思えるまちへ。
教育・子育て支援を起点に、すべての地域に「新しい人の流れ」が生まれるまちを目指します
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● 第2子以降の保育料無償化
● 各保育園への駅前送迎ステーション

● 切れ目のない産前産後ケアサポート
● 病児・病後児保育 / 一時保育施設の整備

● 学校給食費、無償化 ● 学童不足の解消
● 支援学級での人員配置を強化

● 通学定期を含む、北総線の値下げ
● フリースクールなど多様な学習機会の支援

© UWC ISAK Japan© 伊那小学校

「選ばれる」まちへ「選ばれる」まちへ「選ばれる」まちへ

多極
・循環型

乗合
（デマンド）
タクシーの
イメージ


